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0 ≦ α ≦ β をみたす実数 α，β と，2次式 f(x) = x2 − (α+ β)x+ αβ について，∫ 1

−1

f(x) dx = 1

が成立しているとする。このとき定積分

S =

∫ α

0

f(x) dx

を αの式で表し，S がとりうる値の最大値を求めよ。


